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─────────────────────────────────────────── 

平成27年 第４回（定例）由 布 市 議 会 会 議 録（第５日） 

                             平成27年12月17日（木曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第５号） 

                        平成27年12月17日 午前10時00分開議 

 日程第１ 陳情の取下げの件について 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 議案第67号 庄内町梨団地造成に係る事業資金の損失補償について 

 日程第４ 議案第68号 第二次由布市総合計画（基本構想・基本計画）の策定について 

 日程第５ 議案第69号 由布市水道水源保護条例の制定について 

 日程第６ 議案第70号 由布市農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について 

 日程第７ 議案第71号 由布市農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制

定について 

 日程第８ 議案第72号 由布市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第73号 由布市税条例の一部改正について 

 日程第10 議案第74号 由布市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 

 日程第11 議案第75号 由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について 

 日程第12 議案第76号 由布市湯平ふれあいホールの指定管理者の指定について 

 日程第13 議案第77号 市道路線（鋤崎線）の認定について 

 日程第14 議案第78号 平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号） 

 日程第15 議案第79号 平成２７年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第16 議案第80号 平成２７年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第81号 平成２７年度由布市水道事業会計補正予算（第２号） 

 追加日程 

 日程第１ 発議第７号 ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書 

 日程第２ 発議第８号 四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める意見書 

 日程第３ 閉会中の継続審査・調査申出書 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 
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 日程第１ 陳情の取下げの件について 

 日程第２ 請願・陳情について 

 日程第３ 議案第67号 庄内町梨団地造成に係る事業資金の損失補償について 

 日程第４ 議案第68号 第二次由布市総合計画（基本構想・基本計画）の策定について 

 日程第５ 議案第69号 由布市水道水源保護条例の制定について 

 日程第６ 議案第70号 由布市農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について 

 日程第７ 議案第71号 由布市農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制

定について 

 日程第８ 議案第72号 由布市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する

条例の一部改正について 

 日程第９ 議案第73号 由布市税条例の一部改正について 

 日程第10 議案第74号 由布市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について 

 日程第11 議案第75号 由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について 

 日程第12 議案第76号 由布市湯平ふれあいホールの指定管理者の指定について 

 日程第13 議案第77号 市道路線（鋤崎線）の認定について 

 日程第14 議案第78号 平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号） 

 日程第15 議案第79号 平成２７年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第16 議案第80号 平成２７年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

 日程第17 議案第81号 平成２７年度由布市水道事業会計補正予算（第２号） 

 追加日程 

 日程第１ 発議第７号 ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意見書 

 日程第２ 発議第８号 四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める意見書 

 日程第３ 閉会中の継続審査・調査申出書 

────────────────────────────── 

出席議員（19名） 

１番 太田洋一郎君        ２番 野上 安一君 

３番 加藤 幸雄君        ４番 工藤 俊次君 

５番 鷲野 弘一君        ６番 廣末 英德君 

７番 甲斐 裕一君        ８番 長谷川建策君 

９番 小林華弥子君        10番 佐藤 郁夫君 

11番 渕野けさ子君        12番 太田 正美君 
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13番 佐藤 人已君        14番 田中真理子君 

15番 利光 直人君        16番 工藤 安雄君 

17番 生野 征平君        18番 新井 一徳君 

19番 溝口 泰章君                  

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（３名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 溝口 隆信君        書記 馬見塚量治君 

書記 三重野鎌太郎君                 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   副市長 …………………… 島津 義信君 

教育長 …………………… 加藤 淳一君   総務部長 ………………… 梅尾 英俊君 

総務課長 ………………… 衛藤 公治君   財政課長 ………………… 御手洗祐次君 

総合政策課長 …………… 奈須 千明君   会計管理者 ……………… 友永 善晴君 

産業建設部長 …………… 生野 重雄君   健康福祉事務所長 ……… 河野 尚登君 

環境商工観光部長 ……… 佐藤 眞二君   挾間振興局長 …………… 平松 康典君 

庄内振興局長 …………… 一法師恵樹君   湯布院振興局長 ………… 小野 啓典君 

教育次長 ………………… 森山 金次君   消防長 …………………… 大久保 篤君 

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（溝口 泰章君）  皆さん、おはようございます。 

 本定例会も本日が最終日です。 

 議員及び執行部各位には、連日の審査、また、寒さの中での現地調査等でお疲れのことと存じ

ますが、最後までよろしくお願いいたします。 

 ただいまの出席議員数は１９人です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。執行部より、市長、副市長、教育長、各部長及び関係課長の出席を求めています。本日

の議事日程は、お手元に配布の議事日程第５号により行います。 

────────────・────・──────────── 
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○議長（溝口 泰章君）  まず、日程第１、陳情の取下げの件についてを議題といたします。 

 陳情受理番号４、送迎型デマンドと自前車両で地域公共交通を大胆に再構成し、福祉と経済の

活性化を牽引する陳情については、総務常任委員会に付託致しましたが、陳情者から取り下げる

旨の申し出がありました。ここで常任委員長に審査の経過について報告を求めます。 

 総務常任委員長、廣末英德君。 

○総務常任委員長（廣末 英德君）  皆さん、おはようございます。 

 陳情の取り下げの件について、報告いたします。 

 陳情受理番号４、送迎型デマンドと自前車両で地域公共交通を大胆に再構成し、福祉と経済の

活性化を牽引する陳情については、今定例会において当委員会で付託され、審査に入りました。

付託後、陳情者から詳細の説明を受け審査を進めてきたところでございます。その後、お手元に

配付されているとおり、陳情者から取り下げたい旨の申し出がありましたので、当委員会として

の審査はその時点で中断をしたところであります。 

 以上、報告を終わります。 

○議長（溝口 泰章君）  委員長の報告が終わりました。 

 お諮りします。ただいま議題となっています受理番号４の陳情の取り下げの件については、陳

情者からの申し出のとおり、これを承認することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、受理番号４の陳情の取り下げの件については、

これを承認することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（溝口 泰章君）  次に、日程第２、請願・陳情についてを議題とします。 

 本定例会にて付託しました請願６件、陳情１件及び継続審査となっていました請願２件につい

て各常任委員長に審査の経過と結果について報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、廣末英德君。 

○総務常任委員長（廣末 英德君）  請願・陳情、審査報告をいたします。総務常任委員長の廣末

英德です。本委員会に付託の請願・陳情は審査の結果、下記のとおり決定したので由布市議会会

議規則１４３条第１項の規定により報告いたします。日時、平成２７年１２月１４日、審査、ま

とめ、場所は庄内庁舎、３階会議室で行いました。出席者は記載のとおりです。書記は議会事務

局です。 

 審査の結果、請願受理番号１３、受理年月日、平成２７年８月２５日、ＪＲ庄内中央駅（仮

称）の設置について。平成２７年第３回定例会において継続審査となっているものです。委員会

ではその後の状況を聴取しました。委員から、さらに経過を見守りたいとの意見が出されました。
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慎重に審査した結果、継続審査とすべきと決定いたしました。 

 受理番号１５、受理年月日、平成２７年８月２５日、件名、平和安全法制整備法案と国際平和

支援法案は慎重に審議し廃案を求める請願。委員会の意見。平和安全法制整備法案と国際平和支

援法案については、平成２７年９月１９日に成立、９月３０日に交付され、法案成立に伴う政府

の取り組みが閣議決定されています。委員から、前定例会において、継続審査すべきではなく結

論を出すべきであったとの意見が出されました。また、法案が成立、交付されたことから廃案を

求めることは難しいのではないかとの意見が出され、採決の結果、賛成少数で不採択とすべきを

決定しました。 

 受理番号２０、受理年月日、平成２７年１１月２４日、件名、「ヘイトスピーチ」に対する法

整備を含む対策強化を求める意見書採択を求める請願について。委員会の意見。一部の国や民族、

あるいは特定の国籍の外国人を排斥する差別的言動が社会的関心を集めており、国際連合人権差

別撤廃委員会が、日本に対し、法による規制を行うなどのヘイトスピーチの適切な対処に取り組

むことを強く求める勧告を行っていることなどから、国によって法整備を含めた強化策を求める

意見書の提出を求めるものです。委員から表現の自由、言論の自由に十分配慮された上で強化策

を求めることには異論はないとの意見がありました。慎重審査の結果、全員一致で、採択すべき

と決定しました。 

 受理番号２１、受理年月日、平成２７年１１月２６日、四国電力伊方原子力発電所の再稼働中

止を求める請願。委員会の意見。四国電力伊方原子力発電所について、原子力規制委員会は新規

制基準に適合と判断したものの、規制委員会は適合性審査を行うだけであり、安全に責任を持っ

たものではないことから、将来、現在及び将来の生命の安全を守るために再稼働の中止を求める

ものです。委員から原発事故が発生すれば、大分県も大きな影響を受けることが予想されている

ことから、再稼働には反対であるとの意見や、請願書には全国と記載されているが、伊方原子力

発電所に限定すべきとの意見も出されました。 

 また、化石燃料によるＣＯ２対策や自然エネルギーの切り替えを早急に求めるべきとの意見も

出されました。慎重審査の結果、賛成多数で、採択すべきと決定いたしました。 

 続きまして、陳情です。 

 受理番号５、受理年月日、平成２７年１１月２６日、件名、政治倫理条例・職員倫理条例の制

定を求める陳情。委員会の意見。陳情者に出席を求めて、意見聴取を行いました。議会基本条例

が制定されたが、政治倫理について理念しか記されていないことから、議会改革の１つとして実

効ある政治倫理条例の制定を求めるものです。 

 なお、同趣旨の陳情は、平成２０年８月に提出され、平成２０年第４回定例会において趣旨採

択とされています。委員から、さらに審査を要するとの意見が出されました。慎重に審査した結
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果、継続審査と決定いたしました。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  次に、教育民生常任委員長、渕野けさ子さん。 

○教育民生常任委員長（渕野けさ子君）  皆さん、おはようございます。 

 教育民生常任委員会委員長、渕野けさ子です。 

 請願審査報告をさせていただきます。本委員会に付託の請願は、審査の結果、下記のとおり決

定したので、由布市議会会議規則第１４３条第１項の規定により、報告します。日時は、平成

２７年１２月１１日、場所は湯布院庁舎２階会議室です。出席者は、教育民生常任委員会全員で

ございます。書記は議会事務局です。 

 それでは裏面をお願いします。 

 受理番号２２、受理年月日、平成２７年１１月２６日、件名、国による「子どもの医療費助成

制度」の創設と国民健康保険財政調整交付金削減のペナルティ廃止を求める請願。委員会の意見。

本請願の主旨は、一つ、国による「子どもの医療費助成制度」の創設を求めることと、二つ、国

民健康保険財政調整交付金削減のペナルティ廃止を求めることです。 

 本請願の内容について、既に全国知事会、全国市長会、全国町村会の地方３団体は子どもの医

療費助成を実施した自治体に対する減額調整の見直し、国の制度による助成制度の創設を要望し

ております。 

 そこで、国においては厚労省による国保国庫負担の減額調整措置などの議論が、「子ども医療

制度のあり方等に関する検討会」により始まっております。医療費患者負担や地方単独事業に伴

う国保の国庫負担金の減額調整、医療提供体制、子育て支援など子どもの医療をめぐる問題を幅

広く議論されるために設置されたもので、来夏をめどにまとめると示されております。 

 委員会の中では、趣旨は十分理解できるが、地方３団体が要望していること、国が既に検討会

を設置し、議論が始まっていることから、意見書の提出までは必要ないのではないかという意見

が出されました。慎重審査の結果、全員一致で趣旨採択すべきと決定いたしました。審査結果、

趣旨採択すべきと決定。 

 以上でございます。慎重審議の上、御可決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（溝口 泰章君）  次に、産業建設常任委員長、甲斐裕一君。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  皆さん、おはようございます。産業建設常任委員長、甲

斐裕一でございます。よろしくお願いします。 

 では、請願審査結果報告を申し上げます。 

 本委員会に付託の請願は、審査の結果、下記のとおり決定したので、由布市議会会議規則第

１４３条第１項の規定により報告します。 
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 日時は、平成２７年１２月１１日、１４日、二日間であります。場所は、挾間庁舎４階全員協

議会室でございます。出席者は記載のとおりでございます。書記も議会事務局でございます。 

 では、受理番号１８、受理年月日、平成２７年１１月１３日、件名、市道認定に関する請願書。

委員会の意見として、本請願は、起点が市道仁瀬小袋線で、終点が行き止まりとなっている農道

について、市道の認定を求めるものでございます。 

 当日は、現地調査と請願者から聴取を行いました。中の通りはいいのでございますが、今回の

場合は、終点部が行き止まりになっているため、回転場を新たに設ける必要があるとともに、市

道認定を求める道には個人の所有権のある箇所もありました。市道認定の基準を満たす回転場の

設置と道路敷地等の市への帰属については、地権者と協議を行っていく必要がある。委員会とし

ては、上記協議が整えば、当該農道は公共的見地から必要と認める道路であるとし、市道路線の

認定を行うべきと判断いたしました。慎重審査の結果、全員一致で採択すべきと決定しました。 

 次に、受理番号１９、受理年月日、平成２７年１１月２４日、件名、庄内町高岡葛原地区に市

営簡易水道の設置方についてでございます。 

 本請願は、庄内町葛原地区の庄内簡水区域への編入、拡大の計画変更と簡易水道の設置を求め

るものでございます。 

 この件につきましては、平成２６年９月５日に同趣旨の請願を受理し、審査を行ってきました

が、平成２７年６月２３日付で、請願取り下げの申し出があり、審査を中断しておりました。 

 従来、同地区は組合による簡水を設置し、給水を行っているが、農繁期や夏場の大雨で水が濁

ることが多く、健康問題が危惧されるため、安全な飲料水の確保を望んでいるとの請願者の説明

を受けました。しかし、１つ、水質については、飲料水として適した水質であるか確認を行う必

要がある。次に、前請願は７名での提出であったが、今回は３名で提出となっている。 

 こういったことから、委員会としては、同一地区で給水方法が異なってくることが懸念される

ことから、なお、審査を要すると判断し、継続審査にすべきと決定いたしました。 

 次に、受理番号２３、平成２７年１２月１０日、件名、「湯布院メガソーラー合同会社による

旧リック・スプリングヴァレーに於けるメガソーラー建設計画」についてでございます。委員会

の意見としては、本請願の願意は、湯布院メガソーラー合同会社から、旧リック・スプリングヴ

ァレーにメガソーラー建設を行うことの説明を受け、地元住民としては、抑制地域でのメガソー

ラーの建設は反対であることから、議会の協力を求めるものでございます。 

 委員会としては、業者から、市への行為はなされていないことから、今後の推移を見守る必要

があると判断し継続審査にいたしました。以上、報告終わります。 

 慎重審議の結果、よろしくお願いします。 

○議長（溝口 泰章君）  委員長の報告が終わりました。 
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 これより、審議に入ります。なお、委員長報告に対する質疑については、審査の経過と結果に

対する疑義にとどめることをお願いしておきます。まず、継続審査となっていました、請願受理

番号１３、ＪＲ庄内中央駅（仮称）の設置については継続審査です。 

 次に、継続審査となっていました請願受理番号１５、平和安全法制整備法案と国際平和支援法

案は慎重に審議し廃案を求める請願を議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、請願受理番

号１５の請願について採決します。この請願に対する委員長報告は不採択です。よって、原案に

ついて採決します。 

 この請願は原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立７名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立少数です。 

 よって、請願受理番号１５の請願については不採択とすることに決定しました。 

 次に、請願受理番号１８、市道認定に関する請願書を議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、請願受理番

号１８の請願について採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、請願受理番号１８の請願については採択することに決定しました。 

 次に、請願受理番号１９、庄内町高岡葛原地区に市営簡易水道の設置方については継続審査で
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す。 

 次に、請願受理番号２０、「ヘイトスピーチ」に対する法整備を含む対策強化を求める意見書

採択を求める請願についてを議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、請願受理番

号２０の請願について採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、請願受理番号２０の請願については採択することに決定いたしました。 

 次に、請願受理番号２１、四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める請願を議題として

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、請願受理番

号２１の請願について採決します。この請願に対する委員長報告は採択です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、請願受理番号２１の請願については採択することに決定しました。 

 次に、請願受理番号２２、国による「子どもの医療費助成制度」の創設と国民健康保険財政調

整交付金削減のペナルティ廃止を求める請願を議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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 ４番、工藤俊次君。 

○議員（４番 工藤 俊次君）  ４番、工藤俊次です。 

 委員長に１点だけ質問をいたします。 

 趣旨を採択していただいたということは評価はできると思うんですが、この意見書の提出は、

市民から議会に対しての真剣な要請です。地方６団体が、同趣旨のことを２８年度の概算要求に

盛り込んでいるものであります。 

 今回の意見書の提出は、この要求を後押しするものであると思います。また、始まった議論に

影響を与えることを、やっぱり、この意見書は大きな目的としているわけであります。こういう

ことは審議をされたのかどうか伺います。 

○議長（溝口 泰章君）  教育民生常任委員長、渕野けさ子さん。 

○教育民生常任委員長（渕野けさ子君）  お答えしたいと思います。 

 今、工藤議員の言われたように、２８年度から実施していただきたいという、そういう思いも

お聞きしましたが、私たちも同じような思いでありまして、議論されました。 

 年度内にも結論が出ようかという、そういう報告もいただいておりますので、これは、塩崎厚

労相も大変前向きで意欲を示しているということでありますので、それに期待をしております。 

 ですので、もう３月ですので、もう既に、全議員の皆さんの御意見で、ここまで進んでいるの

であれば、意見書はよいのではないかという、そういう御意見でありました。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、請願受理番

号２２の請願について採決します。この請願に対する委員長報告は趣旨採択です。 

 委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立17名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、請願受理番号２２の請願については趣旨採択することに決定しました。 

 次に、請願受理番号２３、「湯布院メガソーラー合同会社による旧リック・スプリングヴァ

レーに於けるメガソーラー建設計画」については継続審査です。 

 次に、陳情受理番号５、政治倫理条例・職員倫理条例の制定を求める陳情は継続審査です。 
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────────────・────・──────────── 

○議長（溝口 泰章君）  次に、日程第３、議案第６７号から、日程第１７、議案第８１号までの

１５件を一括議題とします。 

 付託しております各議案について、各常任委員長にそれぞれの議案審査に係る経過と結果につ

いて報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、廣末英德君。 

○総務常任委員長（廣末 英德君）  それでは、委員会審査報告を行います。 

 本委員会に付託の事件は審査の結果、下記のとおり決定したので、由布市議会会議規則第

１１０条の規定により報告いたします。日時、平成２７年１２月１１日審査、１４日現地調査、

審査、まとめを行いました。場所は、庄内庁舎３階会議室です。出席者は、委員長、廣末英德、

副委員長、鷲野弘一、議員、溝口泰章、田中真理子、佐藤郁夫、小林華弥子、加藤幸雄、以上で

す。担当課は記載のとおりであります。書記は議会事務局。 

 審査結果です。議案第６８号第２次由布市総合計画（基本構想・基本計画）の策定について。 

 経過及び理由、第２次由布市総合計画は、由布市において最も基本的で最上位に位置づけられ

る計画であり、今後１０年のまちづくりや行政運営の目標や基本理念、施策の体系が定められた

ものです。 

 基本構想は平成３７年度までの１０年間、基本計画は平成３２年度までの５年間となっており

ます。 

 基本構想は、第１次総合計画のまちづくりを継承し、地域自治を大切に、住みやすさ日本一を

由布市のまちづくりの目標とし、平成３７年の人口３万２,０００人を目指すものです。また、

第１次総合計画の基本理念を発展的に継承し、連携と協働、創造、循環を基本理念としておりま

す。施策体系では６つのまちづくりテーマを設定しています。 

 基本計画では１３の重点戦略プランを設定しており、具体的な数値目標を設定し検証できるよ

うにしています。計画の策定に当たっては、市民意識調査を行い、ワーキンググループに市民委

員の参画、みらい懇談会など、市内１３会場や、中・高校生などと実施し、市民と市職員が協働

して策定したとの説明がありました。 

 委員から、この計画を活用し、今後１０年間のすばらしいまちづくりを期待するとの意見が出

されました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定しました。 

 議案第７２号由布市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法

律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について。 

 経過及び理由、平成２７年第３回定例会において制定された条例の改正で、番号法に規定がな
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い事務の独自利用と庁内連携ができるようにするための改正です。 

 市民サービスの向上や事務の効率化が図られるとの説明がありました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定をいたしました。 

 続きまして、議案第７３号由布市税条例の一部改正について。経過及び理由、地方税法等が改

正されたことに伴い、個人番号の利用等に関する規定を整備するものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定しました。 

 議案第７４号由布市税条例等の一部を改正する条例の一部改正について。地方税法施行規則等

の一部を改正する省令の交付に伴い、個人番号の利用等に関する規定を整備するものです。平成

２７年第１回臨時会において専決処分を承認した「地方税法等の一部を改正する条例」に未施行

の部分があったために今回の改正となったものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 議案第７５号由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定について。由布市乙丸地区公民館の指

定管理期間が、平成２８年３月末に終了することに伴い、平成２８年４月以降も引き続き乙丸区

を指定管理者とするものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決と決定いたしました。 

 議案第７６号由布市湯平ふれあいホールの指定管理者の指定について。経過及び理由、由布市

湯平ふれあいホールの指定管理期間が平成２８年３月末に終了するということに伴い、平成

２８年４月以降も引き続き、湯平区を指定管理者とするものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 議案第７８号平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号）。経過及び理由、歳入歳出予算

の総額にそれぞれ２億２,８８７万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ１８６億３,４９９万４,０００円とするものです。当委員会に係る主な歳入は、国有提供施設

等所在市町村助成交付金２７万７,０００円で、額の確定によるものです。 

 次に、歳出では、財産管理費の公有財産購入費９３万５,０００円は、ほのぼの温泉館入口の

用地購入に伴うものです。防衛施設周辺整備総務費の２９６万８,０００円は米海兵隊移転訓練

対策に伴うもの。農業委員会選挙費７６６万１,０００円、この減額は、農業委員会制度が変わ

ったことにより選挙が行われなかったための減額となっております。 

 委員から、当初で計上すべき予算が補正で計上されていることが見受けられると、当初の予算

で計上すべきとの意見が出されました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  次に、教育民生常任委員長、渕野けさ子さん。 
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○教育民生常任委員長（渕野けさ子君）  教育民生常任委員会委員長、渕野です。 

 委員会審査報告書、本委員会に付託の事件は審査の結果、下記のとおり決定したので、由布市

議会会議規則第１１０条の規定により報告いたします。日時は、平成２７年１２月１１日、場所

は湯布院庁舎２階会議室です。 

 出席者は教育民生常任委員会全員でございます。担当課は記載のとおり、そしてまた、書記は

議会事務局でございます。 

 裏面をお開きください。 

 議案第７８号平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号）。審査の結果、原案可決すべき

と決定。経過及び理由。本補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２,８８７万

９,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１８６億３,４９９万４,０００円とする

ものです。 

 当委員会に係る今回の補正は各事業に対して国・県による負担金等の精算及び過年度分の調整

が主なものです。歳入では、１３款、高齢者福祉費負担金２０３万４,０００円。１５款児童福

祉費負担金１,６９９万１,０００円、生活保護費負担金１,８７４万５,０００円、１６款児童福

祉費負担金８４９万５,０００円、２１款民生費、過年度収入３１１万７,０００円等は実績に伴

うものと、過年度の精算によるものが主なものです。 

 歳出では、３款保育所活動推進事業３,３９８万２,０００円は施設型給付費の最低基準の変更

によるもの。生活保護業務支援事業５,８４０万８,０００円は過年度精算国費返納金。また、生

活保護費支給事業２,４９９万５,０００円は実績に伴う医療費扶助費。４款子ども医療費助成事

業、委託料、１５８万８,０００円は子ども医療費現物給付に伴うデータの連携先が変わるため

のシステム改修費。 

 １０款教育費４７７万７,０００円は、平成２９年度の新入学児童生徒への対応と子供の成長

にあったものや、劣化に伴うことへの対応のため、机（２２８）、椅子（２２８）を購入するも

ので、毎年、この時期に予算要望しております。学校給食費１１０万円は給食センターの修繕費

で百葉箱不具合修理、排気ファン修理、空調設備工事によるもの。保健体育費、Ｂ＆Ｇ海洋セン

ター施設管理事業、減額５００万２,０００円は、挾間Ｂ＆Ｇ海洋センターの一時休館に伴う受

付、監視業務委託料の減額及びその他入札減が主なものです。 

 委員会の意見として、小松寮工事請負費３４２万８,０００円は雨漏りに対する屋根の修理や

トイレの修理等だが、今後、移管するまで不備のないよう、三者協定に基づき適切に対応するこ

とを求めました。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定しました。 

 次に、議案第７９号平成２７年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号）。審査の結果、
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原案可決すべきと決定。経過及び理由。本補正予算は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

７２９万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ４１億１,３２６万４,０００円とするもの

です。 

 歳入では３款国庫支出金、４款支払基金交付金、５款県支出金、７款繰入金については保険給

付の増額に伴う予算措置です。９款諸収入、第三者納付金については、交通事故等第三者行為に

よる保険会社等からの納付金。 

 歳出では、２款２項１目介護予防サービス諸費７２９万円は要支援者にかかわる介護予防サー

ビス計画給付費の年間必要見込額により不足分を増額するものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 以上です。 

 慎重審査の結果、御可決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 議長、すみません。 

○議長（溝口 泰章君）  渕野けさ子君。 

○教育民生常任委員長（渕野けさ子君）  議案第７８号の教育費なんですけれども、平成２９年度

の新入学と言いましたが、平成２８年度に訂正してください。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（溝口 泰章君）  次に、産業建設常任委員長、甲斐裕一君。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  産業建設常任委員長、甲斐裕一でございます。 

 では、委員会のまとめを報告いたしたいと思います。 

 本委員会に付託の事件は審査の結果、下記のとおり決定したので、由布市議会会議規則第

１１０条の規定により報告します。日時は、平成２７年１２月１７日、議案審査、まとめ。場所

は、挾間庁舎全員協議会室、出席者は記載のとおりでございます。担当課も記載のとおりでござ

います。書記として議会事務局をお願いしております。 

 では、議案第６７号庄内町梨団地造成に係る事業資金の損失補償について。経過及び理由、本

議案は庄内町梨団地造成事業について、受益農家が旧さわやか農業協同組合から借り入れた債務

が償還期限後、一部履行遅滞となり、大分県農業協同組合に損失が生じたため、旧さわやか農業

協同組合と旧庄内町が締結した庄内町梨団地造成に係る事業資金の損失補償契約に基づき、

１,５９８万３,７８２円の損失補償を行うものでございます。 

 執行部からは、損失補償金の請求後も大分県農業組合との間で繰り返し協議を行ったというこ

とであります。 

 委員会としては、今回の損失補償については、損失補償契約等に基づき補償するものであるが、

既に返済した受益農家や現在も債務の返済を行っている受益農家もあることから、公平性を保つ
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ために損失補償後の債権の回収については鋭意努力を行うよう意見を付したところでございます。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第６９号由布市水道水源保護条例の制定についてです。 

 経過及び理由、本条例は水道（上水道・簡易水道）水源の保護を行い、安全で良質な水を安定

的に確保し、市民の生命及び健康を守るため制定するものです。 

 執行部から水源保護区域の指定については、第１４条の規定により、専門的知識を有する者等

を委員とする水道水源保護審議会を設置し、調査、審議を経て区域の指定を行うことにしている

と説明を受けました。 

 水源保護区域の指定は、水道水源保護審議会の調査、審議の後に、指定を行うため、一定の時

間を要すると考えられる。 

 委員会としては、簡易水道は附則により、空白期間が生じないものとなっているが、上水道に

ついては、この適用がなされないため、水道水源保護審議会の調査、審議が速やかに行われ、早

急に水源保護区域の指定を行うよう意見を付したところでございます。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第７０号由布市農業委員会の委員の定数に関する条例の制定についてと、議案第

７１号由布市農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の制定について。経過及

び理由、農業協同組合法等の一部を改正する等の法律案が平成２７年８月２８日に成立されまし

た。それにより、由布市農業委員会委員の定数を１１人、由布市農業委員会の農地利用最適化推

進委員の定数を２２人と定めるものでございます。 

 委員からは、農地利用最適化推進委員の報酬が業務量に見合わないのではないかとの意見が出

されました。委員会としては運用開始後、業務量の精査を行いながら、必要があれば報酬の見直

しを行うべきとの意見を付し、慎重審査の結果、賛成多数で原案可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第７７号市道路線の認定についてです。 

 経過及び理由は、本議案の市道路線の認定は、議会で請願採択を行った公衆用道路を市道とし

て管理するためのものです。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第７８号平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号）の経過及び理由、本補正

予算のうち、当委員会に関するものは、第６款農林水産業費、農業総務費では庄内町梨団地造成

に係る事業資金損失補償契約による補償金１,５９８万４,０００円。農地中間管理事業では、地

域集積や耕作者集積などの事業取り組み地区（中恵）に対する補助３２０万円。８款土木費では、

急傾斜地崩壊対策事業では、県実施事業の市負担決定に伴う１,１４５万円の減額。幹線道路整

備事業では、市道向原別府線（北方工区）の安全対策等工事費１,７００万円で、平成２８年
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４月からの供用開始に向け整備を行うものでございます。 

 地域内道路整備事業では、市道迫線（大龍）改良事業費３,３００万円で、県との調整により

事業対応を行うものでございます。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 次に、議案第８０号平成２７年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）。経過及び

理由、本予算は歳入歳出予算の総額にそれぞれ２,３２５万７,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ４億９,５７３万１,０００円とするものでございます。 

 歳入では、平成２７年度分、起債償還元金及び利子の歳出額確定による減額、７款の諸収入で

は消費税確定申告による還付金の増額。 

 歳出の主なものは、簡易水道運営協議会委員の報酬不足分と由布市水道水源保護条例に係る水

源保護審議会委員の報酬。積立金では、歳入補正増額分と歳出補正増額分との差額を積み立てる

もの。維持管理事業では、庄内簡易水道及び庄内東部簡易水道浄水池の砂あげ業務委託のための

増額でございます。 

 ２款１項１目、元金１１７万円３,０００円の増額と、２目利子２１０万３,０００円の減額は、

概算計上した平成２７年度分の起債償還元金及び利子が確定したことによるものの減額でござい

ます。 

 慎重審査の結果、賛成多数で原案可決すべきと決定いたしました。 

 議案第８１号平成２７年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）。経過及び理由、本補正予

算は収益的支出では、水道事業費用を１７１万９,０００円減額し、総額６億４,２７３万

４,０００円にするものです。資本金支出では資本金支出を５０万７,０００円増額し、総額を

４億５,５９４万１,０００円にするものでございます。 

 資本的収入額が支出額に対し不足する額と、過年度分損益勘定留保資金を２億１,０８９万

６,０００円に改めるものでございます。 

 収益的支出、水道事業費用の法定福利費の増減は、人事異動、法改正等により調整を行うもの

です。また、報酬の増額は水道運営協議会委員報酬の不足分と由布市水道水源保護条例に係る水

源保護審議会委員の報酬。 

 資本的支出、建設改良費の法定福利費の増額は、人事異動、法改正等により調整を行うもので

ございます。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案可決すべきと決定いたしました。 

 慎重審議の上御可決賜りますよう、よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  各常任委員長の報告が終わりました。 
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 ここで、暫時休憩します。再開は、１１時５分とします。 

午前10時55分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時05分再開 

○議長（溝口 泰章君）  再開します。 

 これより、審議に入りますが、委員長報告に対する質疑については審査の経過と結果に対する

疑義にとどめることをお願いしておきます。 

 まず、日程第３、議案第６７号庄内町梨団地造成に係る事業資金の損失補償についてを議題と

して質疑を行います。 

 質疑はありませんか。加藤幸雄君。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  ３番、加藤です。 

 産業建設委員長にお伺いいたします。 

 この損失補填について、３人の方か４人の方がおられて、全部払った方、まだ途中経過の方、

今回、出された方の分がこれだと思うんですけれども。債権の回収については鋭意努力をすると

いう意見が付されておりますけれども、この方がお持ちになってる財産的なもので、もし、どな

たかが買われた場合に、この１,５９８万円が仮に１,０００万円あったときに、その１,０００万

円は全て市の収入としてなるのか。あと、また５９８万円ぐらい残りますけれども、この部分の

支払いについては鋭意努力ということなので、少しずつでもお支払いただけるのか、その辺のと

ころをお聞きしたいんですが、よろしくお願いします。 

○議長（溝口 泰章君）  甲斐裕一君。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  加藤議員にお答えいたします。 

 その結果、執行部からもいろんなお話がございました。まずもって、土地、家屋について売買

の契約はなされようとしておりますが、今現在、所有権移転の段階で、とまどいがあるというこ

とでございます。 

 そして、それが成立すれば、幾らになるか、まだ価格評価は出ていないんですが、全て市がい

ただくということになっております。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  加藤幸雄君。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  今、所有権移転というお話があったんですけども、この物件に対

して、どなたかがまだ、担保、そういうものが入っている部分っていうのが、あるんでしょうか。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  担保に入っているようでございます。 
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 それは、身内の方との配分があろうかと思いますので、それは、担保に入っているようにあり

ます。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  加藤幸雄君。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  そのときに、先ほど１,０００万円ぐらいで売れたらという話は

しましたけれども、どのくらいの金額になるんですか。もしかすると、それ以上払ってることも

あるんですか。どうしても、やはり、市としてはお支払できている部分と、その差額分に関して

はわかるんですけど、やはり、それだけのものを提供していただけるとなると、私たちは全てそ

の部分が市に入るものだという解釈をしていたんですけれども、そこのところをもう一度お願い

します。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  お答えします。 

 価格評価は出てませんので、金額的なものは全て確定いたしておりませんので、その点、お知

らせしておきます。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに質疑ありませんか。鷲野弘一君。 

○議員（５番 鷲野 弘一君）  ５番、鷲野です。 

 産業建設委員長にお尋ねします。 

 これは、今、出ておりますけれども、前回の説明の中では、これは３月３１日までに、農協の

ほうに補填をするという話になっておりますけれども、加藤議員が言われてましたように、土地

の売買を、今、行っている状況の中で、金額がまた下がる可能性があるというふうに、この前回

の説明書の中では出ておりましたけれども、この金額が出てから、市が払う明確な額を今度、出

してもいいんではないかと思うんですけれども。 

 まず、やっぱり、今、この当事者の農家がいかに金額を減らすかということを、まず第一にや

り、３月３１日の農協の期限までに。だから、もう１回これは、私からすれば、継続審議にして

いただいて──継続して、もう一度、延ばすべきではないかと思うんですけれどもどうでしょう

か。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  お答えいたします。 

 これは、議員もご存じだと思いますが、これには遅延損害金というのがつくようになっており

ます。しかし、期限内に支払っていただければ、この遅延損害金は免除するということになって

おりますので、やはり、金額は３５５万７,７５７円となっておりますので、これが少しでも軽

くなるんではないかなと思っておりますので、今回、原案可決すべきと決定したわけでございま
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す。 

○議長（溝口 泰章君）  鷲野弘一君。 

○議員（５番 鷲野 弘一君）  今、遅延と申されましたけども、これは３月３１日まで大分県農

協は待つというふうな話になっているんではないかと思いますので、それまで、やはり、内部で、

この農家にいかにどれだけ払わせるかと。それで、責任はやはり、縮小させた金額を市が補填す

るのであれば、意味がわかるけれども、満額を払うような、こういうやり方では、大変問題にな

ると思いますので、もう少し、ここのところは努力してもらうように。 

 それで、第１回定例会の３月定例会の中で、もう一度、これは検討すべきではないかというふ

うに思いますけどいかがでしょうか。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  これについては、農家の方は全て何もないということで、

財産も全部売り払うということで、本人から今の時点で集金できないような状況でございますの

で、もう、今回、原案可決すべきとしたわけでございます。 

 やはり、何といっても、本人が全て財産を投げ打ってまでということでございますので、本人

から取り立てるのは無理だと思っておりますので、原案可決すべきと決定いたしました。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  鷲野弘一君。 

○議員（５番 鷲野 弘一君）  間違ってますよ、それは。売買が終わったときに、本人から取る

ものがなくなったといえば、意味がわかりますけれども、まだ３月まで大分県農協は待ってるわ

けですから、それまでにやはり、最善の努力をされて、そして売買をされた上に、この金額を出

すのが第一の設定だというふうに思っておりますので、委員長、考え方がおかしいのではないか

と思うんですけれども。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  私は間違ってないと思います。やはり、これは農家対農

協の期限が決まっております。しかし、執行部といたしては、返済後、農家とまた、話し合って

いくということでございますので、今現在、田畑を売ってと言いますけど、これはまだ、所有権

移転ができない状況でございますので、幾ら、あれしても３月３１日まで、全てが取れるという

わけではございませんので、やはり、ここで１つ終止符を打って、それから後に、農家との話し

合いが入ると思います。 

 以上でございます。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（溝口 泰章君）  これで質疑を終わります。これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

６７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立16名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第４、議案第６８号第二次由布市総合計画（基本構想・基本計画）の策定について

を議題として質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

６８号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第５、議案第６９号由布市水道水源保護条例の制定についてを議題として質疑を行

います。質疑はありませんか。 

 野上安一君。 

○議員（２番 野上 安一君）  委員長にお尋ねします。 

 この条例が生きるも死ぬも、水源池の周辺の土地の地域指定をされる同意のことについての同

僚議員からの質問もあってましたが、この同意について執行部のほうからどのような、同意がな

ければ指定ができないわけなんですが、その執行部からの説明経緯について、わかっていれば、

教えてください。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  お答えいたします。 

 保護区域を指定する際には、所有者には事前に十分な説明を理解してもらえるようにいたした

いと思います。また、同意書などの提出までは必要ではないが、審議会において十分に地元地権



- 287 - 

者との意見を聞く。それからまた、区域を指定するときは事前に一般に告示を行い、意見を受け

つけるということになっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（溝口 泰章君）  野上安一君。 

○議員（２番 野上 安一君）  委員会としましても、ぜひ、せっかくの条例でございますから、

周辺住民の同意については、執行部の方に鋭意努力をしてもらって、この条例が生きるために同

意については努力するよう、委員会のほうでも執行部のほうに伝えていただければと思います。 

 終わります。 

○議長（溝口 泰章君）  答弁よろしいですか。 

○議員（２番 野上 安一君）  はい。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

６９号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第６、議案第７０号由布市農業委員会の委員の定数に関する条例の制定についてを

議題として質疑を行います。質疑はありませんか。 

 加藤幸雄君。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  産業建設委員長にお伺いします。 

 農地利用最適化推進委員の定数が２２名ということになっておりますけれども、地域割だとい

うお話を聞いたんですけれども……（発言する者あり） 

 １１人の地域割というのがあるんであったら教えてください。専農就業者ですか。（「認定農

業者」と呼ぶ者あり） 

 認定農業者の方がこの中に何人ぐらい入るのか教えてください。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  この認定委員は６名となっているようにあります。 

○議長（溝口 泰章君）  認定農業者。 



- 288 - 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  認定農業者。すみません。６名となっているようにあり

ます。 

○議長（溝口 泰章君）  よろしいですか。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  はい。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに質疑はありませんか。 

 佐藤郁夫君。 

○議員（１０番 佐藤 郁夫君）  １０番、佐藤です。お疲れです。 

 委員長にそこだけ、ちょっと。７１号とかぶりますが。あのとき、私も一般質問しましたので、

ちょっと経過だけ聞かせてください。 

 女性の青年農業者ですか、積極的に登用するとありました。具体的に執行部からどういう形で

出していくんだと、選出するんだと、どういうことでお願いするんだということが執行部からご

ざいましたか。そこだけ教えてください。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  これは法改正でやることでありまして、人数も限定され

ております。しかしながら、執行部からの意見としては、極力、女性委員の登用はやっていきた

いという意向を聞いております。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。 

 次に討論はありませんか。 

 工藤俊次君。 

○議員（４番 工藤 俊次君）  反対討論を行います。 

 この議案は農協改革法の成立によって改正されるものであります。 

 農業委員会の公選制を廃止し、市長の任命制に変えれば、恣意的な選任になりかねません。業

務から農業振興策など農業と農民に関する意見の公表と、建議を削除することは、農業委員会の

農家の代表機関としての権限を奪い、農地の最適化、流動化のみを行う行政の下請け機関に変質

をさせるものです。また、農地法の一部改正で、農地を所有できる法人の要件を緩和し、企業に

よる農業と農地の支配を一層進めるものであります。 

 農業、農村の今日における危機的な状況の打開を、農協や農業委員会の制度いじりに求めるの

ではなく、再生産可能な価格の補償や所得の補償を行うことこそ必要であります。この農協法の

改正に反対の立場から、以上、反対討論といたします。 
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○議長（溝口 泰章君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより、議案第７０号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立15名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第７、議案第７１号由布市農業委員会の農地利用最適化推進委員の定数に関する条

例の制定についてを議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。加藤幸雄君。 

○議員（３番 加藤 幸雄君）  先ほどは失礼いたしました。 

 農地利用最適化についてのことに関しまして、産業建設委員長にお伺いいたします。 

 地域割ということが、何か言われてたみたいなんですけども、もし、湯布院、庄内、挾間で人

数がわかっていれば教えてください。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  これに関しましては、１００ヘクタールが１つの目標と

なっております。１人となっております。その中で、今、加藤議員が言われたように、じゃあ、

地域割しているのかっていったら、それは、説明は受けておりません。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

 佐藤郁夫君。 

○議員（１０番 佐藤 郁夫君）  では、産建委員長にお尋ねします。 

 これも、私、一般質問をしましたから、経緯だけ教えてください。 

 委員からはという中で、報酬が業務量に見合わないのではないかと意見が出されたんですね。

したがって、具体的に執行部からどのような説明があったんでしょうか。それとあわせて、賛成

多数ということでございましたので、どなたか意見を出されている、少数意見でしょうが、そう

いうのはどういうことなのか教えていただけませんか。お願いします。 

○議長（溝口 泰章君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（甲斐 裕一君）  お答えいたします。 

 推進委員についての報酬でございますが、これ、１万５,０００円と、根拠といたしましては

出席日数、１日幾らということで、大体、これぐらいじゃないかなということで１万５,０００円

という額にしております。 
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 しかし、農業委員との兼ね合いがあり、農業委員は２万１,０００円、それで、推進委員さん

は１万５,０００円。これでは不足といいますか、ちょっと見合わないんじゃないかということ

でございますので、今後、状況を見て考えて検討していきたいという執行部のお考えでございま

す。 

 それから、賛成多数ということでございますが、やはり、消費税の関係で反対者がおりまして、

今回、賛成多数ということになりました。 

 以上でございます。 

○議長（溝口 泰章君）  よろしいですか。 

 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７１号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立15名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第８、議案第７２号由布市行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正に

ついてを議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

 工藤俊次君。 

○議員（４番 工藤 俊次君）  マイナンバー制度に反対の立場から討論を行います。 

 国が個人情報を管理するこのマイナンバーは１月からの利用開始を目前にしても、なお混乱が

続いております。配達の遅れや受取人の不在、認知症などでマイナンバーを管理できない人への

対応、また、住民票を動かさずに施設に入居している高齢者、家庭内暴力から逃れている被害者

など、自分の番号を受け取ることさえできない人が多数出ることは、この制度の深刻な矛盾であ
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ります。 

 マイナンバーを他人に見られないようにしたり、なくさないようにする手間や管理も大変な負

担となってまいります。マイナンバー差しとめ裁判が提訴されるなど、番号を手にしてからも不

安は広がるばかりであります。実施を延期して、廃止へ向け見直すことが必要です。 

 以上、反対討論です。 

○議長（溝口 泰章君）  ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  これで討論を終わります。これより、議案第７２号を採決します。本案

に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立17名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第９、議案第７３号由布市税条例の一部改正についてを議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７３号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立17名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１０、議案第７４号由布市税条例等の一部を改正する条例の一部改正についてを

議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７４号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立17名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１１、議案第７５号由布市乙丸地区公民館の指定管理者の指定についてを議題と

して質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７５号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１２、議案第７６号由布市湯平ふれあいホールの指定管理者の指定についてを議

題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７６号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１３、議案第７７号市道路線（鋤崎線）の認定についてを議題として質疑を行い
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ます。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１４、議案第７８号平成２７年度由布市一般会計補正予算（第４号）を議題とし

て質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７８号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１５、議案第７９号平成２７年度由布市介護保険特別会計補正予算（第４号）を

議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 



- 294 - 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

７９号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１６、議案第８０号平成２７年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第

２号）を議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

８０号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立17名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第１７、議案第８１号平成２７年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）を議題

として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、議案第

８１号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩します。 
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午前11時34分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時34分再開 

○議長（溝口 泰章君）  再開します。 

 お諮りします。 

 ただいま、議員発議として発議２件、これより各委員会から閉会中の継続審査・調査申出書が

提出されております。ついては、この３件を日程に追加し、追加日程第１から追加日程第３とし

て議題にいたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  異議なしと認めます。 

 よって、この３件は、追加日程第１から追加日程第３として議題とすることに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第１．発議第７号 

追加日程第２．発議第８号 

○議長（溝口 泰章君）  追加日程第１、発議第７号及び追加日程第２、発議第８号を一括上程し

ます。 

 提出者に提案理由の説明を求めます。６番、廣末英德君。 

○議員（６番 廣末 英德君）  大変、お疲れさまでございます。 

 それでは追加日程で、発議第７号ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意

見書。上記の意見書を別紙のとおり、由布市議会会議規則第１４条第１項の規定により提出しま

す。平成２７年１２月１７日、由布市議会議長、溝口泰章殿。提出者、由布市議会議員、廣末英

德。賛同者は記載のとおりでございます。 

 提案理由はヘイトスピーチ対策を求めるため。ヘイトスピーチ対策に対する法整備を含む強化

策を求める意見書。皆様に御一読いただきたいと思います。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。大分県由布市議会議長、溝口

泰章。 

 よろしく皆様の御賛同をいただきますようにお願いいたします。 

 続けて、８号に入らせていただきます。 

 発議第８号、四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める意見書。 

 上記の意見書を別紙のとおり、由布市議会会議規則第１４条第１項の規定により提出します。

平成２７年１２月１７日、由布市議会議長、溝口泰章殿。提出者、由布市議会議員、廣末英德。
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賛同者は記載のとおりです。提案理由、伊方原子力発電所の再稼働中止を求めるため。平成

２７年１２月１７日、由布市議会議長、溝口泰章。 

 四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める意見書。文面を皆様、記載してますとおり、

御一読いただきたいと思います。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。平成２７年１２月１７日、大

分県由布市議会議長、溝口泰章。 

 衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、産経大臣にも出しております。どうか皆さん、多く

の方の御賛同をいただけますように、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（溝口 泰章君）  お諮りします。 

 ただいまの発議２件については、会議規則第３７条第３項の規定により委員会付託を省略し、

全員による審議にしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略し、全員による審議とすることに決定いたしました。 

 まず、追加日程第１、発議第７号ヘイトスピーチ対策について法整備を含む強化策を求める意

見書を議題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、発議第７号

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立18名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、追加日程第２、発議第８号四国電力伊方原子力発電所の再稼働中止を求める意見書を議

題として質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。これから討論を行いま

す。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。これより、発議第８号

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員18名中起立15名〕 

○議長（溝口 泰章君）  起立多数です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

追加日程第３．閉会中の継続審査・調査申出書 

○議長（溝口 泰章君）  次に、追加日程第３、閉会中の継続審査・調査申出書の件を議題としま

す。 

 各常任委員会及び議会運営委員会の各委員長から会議規則第１１１条の規定によりお手元に配

付しておりますように閉会中の継続審査、調査の申し出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査とすることに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（溝口 泰章君）  異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査とすることに決定いたしまし

た。 

 以上で、今期定例会に付議されました案件は全て議了をいたしました。（発言する者あり） 

 太田正美君。 

○議員（１２番 太田 正美君）  今回、一応、全ての議決を終わったんですが、議案書の中に、

皆さん、見てわかるとおり、由布市議会議長、工藤安雄という名前で、一応、名前を掲載してい

るのに問題はないのか。そのことについて、議会としてこのままでいいのかどうか。議案書が。

そのことだけお尋ねいたします。 

○議長（溝口 泰章君）  議長名はつくりかえて提出するということになります。議決書は。 

○議員（１２番 太田 正美君）  議案書はこのままということでいいんですか。訂正はしないん

ですか。 
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○議長（溝口 泰章君）  議案を出したのが１２月。（発言する者あり）いいそうです。 

 あとはよろしいですか。 

 もう一度、繰り返します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（溝口 泰章君）  以上で、今期定例会に付議されました案件は全て議了をいたしました。 

 会議を閉じます。 

 これで、平成２７年度第４回由布市議会定例会を閉会します。御苦労さまでした。 

午前11時42分閉会 

────────────────────────────── 
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